
◆給水量と給水人口の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆収益的収支（消費税抜き）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 

 

収益的収支は、お客さまからいただいた水道料金や給水管の引き込み工事代金などの収入と、各家庭や店

舗・会社・工場等へ水道水をお届けするためにかかる費用や給水管の工事費、企業債の支払利息、減価償却

費などの支出からなります。 



収入は、給水収益（水道料金）が 16億 4,954万円、給水管の引き込み工事料などの受託工事収益が 9,178

万円、一般会計からの補助金が 130万円、下水道使用料徴収受託料などの収益が 7,594万円、現金を伴わな

い長期前受金戻入が 1億 6,405万円で、特別利益 13万円をあわせた総額は 19億 8,274万円となりました。 

一方、支出は、京都府営水道の受水費が 6億 6,388万円、減価償却費が 4億 6,470万円、人件費が 1億

8,074万円、修繕費等が 1億 655万円、支払利息が 6,135万円、受託工事費が 1億 592万円、資産減耗費が

1,395万円、動力費ほかの費用が 3億 4,278万円で、特別損失 3,610万円とあわせた総額は 19億 7,597万

円となりました。 

この結果、収益的収支は、677万円の純利益となりました。前年度繰越利益剰余金と合わせ、未処分利益剰

余金 54億 9,587万円を翌年度へ繰越すこととなりました。 

 

 

 

◆収益的収支の対前年度比較（消費税抜き） 
（単位：万円、％） 

区分 R５年度 R４年度 増減額 増減率 

収益的収入 198,274 209,684 △ 11,410 △ 5.44 

  水道料金 164,954 162,161 2,793 1.72 

  受託工事収益 9,178 8,871 307 3.46 

  一般会計補助金 130 167 △ 37 △ 22.16 

  下水道料金徴収受託料ほか 7,594 6,759 835 12.35 

  長期前受金戻入 16,405 16,292 113 0.69 

  特別利益 13 15,434 △ 15,421 △ 99.92 

純損失 ― ― ― ― 

収益的支出 197,597 196,002 1,595 0.81 

  受水費 66,388 67,727 △ 1,339 △ 1.98 

  減価償却費 46,470 45,841 629 1.37 

  人件費 18,074 17,370 704 4.05 

  修繕費等 10,655 10,804 △ 149 △ 1.38 

  支払利息 6,135 6,221 △ 86 △ 1.38 

  受託工事費 10,592 10,131 461 4.55 

  資産減耗費 1,395 1,353 42 3.10 

  動力費ほか 34,278 36,475 △ 2,197 △ 6.02 

  特別損失 3,610 80 3,530 4412.50 

純利益 677 13,682 ― ― 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 

 



◆純利益（損失）と繰越利益剰余金の推移 

                                                      （単位：万円）  

                                                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※グラフの金額は万円未満を四捨五入しています。 

 

◆資本的収支（消費税込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※万単位未満は四捨五入としています。 

※資本的収入額（翌年度に繰り越される支出の財源に充当する額 2,782万円を除く）が資本的支出額に不足する 

額は内部留保資金で補てんしました。 



資本的収支は、資金の借入（企業債）や工事分担金などの収入と、水道施設の新設・更新工事などに係る

費用や企業債の元金償還に要する経費などの支出からなります。 

令和 5年度は、東第２浄水場中央監視操作設備及びテレメータ更新工事（令和 4年度から２箇年の継続事

業）、神足芝本地内配水管布設替工事その２、久貝１・２丁目地内配水管布設替工事その２、野添１丁目他地

内配水管布設替工事その２、野添１丁目他地内配水管布設替工事その１などを行いました。これらの事業費に

固定資産取得費、事務費、リース債務支払額を合わせた建設改良費は 4億 9,818万円となりました。また、企

業債の元金償還金が 3億 442万円で、支出総額は 8億 260万円となりました。 

これらに充当する資金として、企業債(借入金)が 3億 4,260万円、加入金が 4,747万円、分担金、固定資産

売却代金を合わせた収入総額は 3億 9,205万円となりました。収入総額（繰越工事資金 2,782万円を除く）か

ら支出総額を差し引いた額は、4億 3,837万円の不足額となり、損益勘定留保資金（減価償却費などの現金を

伴わない費用）などで補てんしました。 

 

 

◆資本的収支の対前年度比較（消費税込み） 
（単位：万円、％） 

区分 R5 年度 R4 年度 増減額 増減率 

資本的収入 39,205 40,048 △ 843 △ 2.10 

  企業債 34,260 36,040 △ 1,780 △ 4.94 

  加入金 4,747 3,231 1,516 46.92 

  分担金ほか 198 777 △ 579 △ 74.52 

資本的支出 80,260 80,607 △ 347 △ 0.43 

  企業債償還金 30,442 29,407 1,035 3.52 

  建設改良費 49,818 51,200 △ 1,382 △ 2.70 

資本的収支不足額 43,837 45,050 △ 1,213 △ 2.69 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 


